
2018年度	 業績	 	 	 	  
 
論文発表 
（英	 文） 
1. Sokichi Maniwa. Physical therapy and rehabilitation for hip osteoarthritis. Shimane 

J Med Sci 35: 1-5, 2018. 
 
2. Ken Inoue, Shigeto Moriwaki, Yasuyuki Fujita, Yoshitsugu Fujita, 

Sadayuki Hashioka, Michiharu Nagashima, Tsuyoshi Miyaoka, Jun 
Horiguchi, Haruo Takeshita. Potentially effective measures to deal with 
elderly drivers and additional measures involving the elderly in Japan. 
Endocrinol Diabetes Res 4:1. doi: 10.4172/2470-7570.1000128. 

	

（邦	 文） 
1. 馬庭壯吉、松本拓也、石田修平、佐藤千晶、森脇繁登、蓼沼拓、酒井康生、
岩本祥彦、内藤洋子．ポールを使用した水中歩行時の筋電図学的特性．2015・
2016年度日本ノルディック・ウォーク学会年報：10－11，2018． 

	

2. 門脇	 俊、田中孝明、馬庭壯吉、内尾祐司．人工股関節全置換術における大
腿骨ステムの術前 2 次元テンプレーティングの有効性と限界．中四整会誌
30：19-22，2018	

	

3. 木佐俊郎、蓼沼	 拓、酒井康生、馬庭壯吉、原	 順子、内田優人、濱崎喬之、
熊野千恵子．新生児期～乳児期の摂食嚥下段階にある小児への摂食嚥下リハ

ビリテーション．島根医学 38：25-31, 2018． 
 
4. 馬庭壯吉．肘・膝・股関節疾患のリハビリテーション．静岡整形誌 11：142-147，

2018． 
 
著	 書 
1. 馬庭壯吉、江草典政、森脇繁登（分担執筆）．PT・OT ビジュアルテキスト
専門基礎	 リハビリテーション医学．監修	 安保雅博、編集	 渡邉修	 松田

雅弘．第Ⅲ章	 疾患各論	 ⑥骨・関節疾患．pp244-261、羊土社、2018．	
 
2. 馬庭壯吉（分担執筆）．ここが大事！下肢変形性関節症の外来診療．編集	 内
尾祐司．２保存療法．	 	 ⑤装具療法．pp65-70、南江堂、2019． 



 
学会発表 
（国際学会） 
1. Sokichi Maniwa, Natsumi Maeki, Hiroki Ishihara, Taku Tadenuma, 

Yasuo Sakai. Trends in musculoskeletal surgery and postoperative 
rehabilitation in patients with rheumatoid arthritis. 12th International 
Society of Physical and Rehabilitation Medicine World Congress, Paris, 
France, 2018. 

 
2. Moanan Zhang, Shigeto Moriwaki, Chaiki Sato, Shiho Ishida, yukie 

takeuchi, Michiko Ito, Asami Yoshida, Tomoka Ohnishi, Sokichi Maniwa, 
Masahiro Hirakawa. Evaluation of finger motor function usimg a hand 
tracking device.  The 2018 ICME International Conference on Complex 
Medical Engineering, Shimane, Japan, 2018. 

 
3. Shigeto Moriwaki, Fumihito Itou, Sokichi Maniwa. Influence of the 

Position for computer operation using eye-tracking on the Physical and 
mental conditions. 12th International Convention on Rehabilitation 
Engineering and Assistive Technology, Shanghai, China, 2018 

 
（国内学会）	

1. 酒井康生、石原弘基、前木奈津美、蓼沼	 拓、馬庭壯吉．島根大学病院にお
けるリハビリテーション医療後死亡退院例の現状調査．第 55回日本リハビ

リテーション医学会学術集会、福岡市、2018．	

	

2. 馬庭壯吉、前木奈津美、石原弘基、蓼沼	 拓、酒井康生．下肢シャルコー関
節に対する手術療法の成績と問題点．第 55 回日本リハビリテーション医学

会学術集会、福岡市、2018．	

	

3. 前木奈津美、蓼沼	 拓、石原弘基、酒井康生、馬庭壯吉．頸椎低形成を有す
るタナトフォリック骨異形成症児に対する成長に合わせた座位保持装具作

製．第 55回日本リハビリテーション医学会学術集会、福岡市、2018．	

	

4. 蓼沼	 拓、前木奈津美、石原弘基、酒井康生、馬庭壯吉．在宅療養、就学に
至ったタナトフォリック骨異形成症児．第 55 回日本リハビリテーション医

学会学術集会、福岡市、2018．	



	

5. 酒井康生、蓼沼	 拓、石原弘基、前木奈津美、高見	 悠、馬庭壯吉、山本佳
昭、三谷俊史．脳卒中患者の浅指屈筋の痙縮に対する深指屈筋へのボツリヌ

ス療法．第 36回島根脳血管障害研究会、出雲市、2018．	

	

6. 馬庭壯吉、本末直美、富田佳子、熊谷英岳、間壁史良、蓼沼	 拓、酒井康生．	
術前栄養状態が人工股関節全置換術の術後経過に及ぼす影響．第 24回日本摂

食嚥下リハビリテーション学術大会、仙台市、2018．	

	

7. 木佐俊郎、福間丈史、千田直之、蓼沼	 拓、酒井康生、馬庭壯吉．摂食嚥下
フローチャートにおけるクエン酸席テストの解釈法変更と｢OP 法｣による PA

スケール．第 24回日本摂食嚥下リハビリテーション学術大会、仙台市、2018．	

	

8. 木佐俊郎、酒井康生、蓼沼	 拓、馬庭壯吉、松原美和、新垣美佐．ICF 導入
に向け定期勉強会を行った成果と課題．第 2回日本リハビリテーション医学

会秋季学術集会、仙台市、2018．	

	

9. 高見	 悠、前木奈津美、石原弘基、蓼沼拓、酒井康生、馬庭壯吉．破傷風に
対してリハビリテーション介入し病前 ADL が回復した 1例．第 2回日本リハ

ビリテーション医学会秋季学術集会、仙台市、2018．	

	

10. 石原弘基、前木奈津美、高見	 悠、蓼沼	 拓、酒井康生、馬庭壯吉．訪

問リハビリテーションとの連携により ADL・QOL の改善が得られた超高齢急

性硬膜下血腫術後の一例．第 2回日本リハビリテーション医学会秋季学術集

会、仙台市、2018．	

	

11. 馬庭壯吉、前木奈津美、石原弘基、高見	 悠、蓼沼	 拓、酒井康生．腸

腰筋血腫の病態とリハビリテーション．第 2回日本リハビリテーション医学

会秋季学術集会、仙台市、2018．	

	

12. 酒井康生、石原弘基、前木奈津美、高見	 悠、蓼沼	 拓、馬庭壯吉．当

院のがんリハビリテーション患者死亡退院例の現状調査．第 2回日本リハビ

リテーション医学会秋季学術集会、仙台市、2018．	

	

13. 酒井康生、蓼沼	 拓、石原弘基、前木奈津美、高見	 悠、馬庭壯吉．島

根大学病院の呼吸リハビリテーションの現状調査．第 42 回日本リハビリテ



ーション医学会中国・四国地方会、松江市、2018.	

	

14. 佐藤慎也、江草典政、馬庭壯吉．本院 ICU での Electrical	Impedance	

Tomography の使用経験から考えるリハビリテーション場面への応用の可能

性．第 47回中国四国リハビリテーション研究会、松江市、2018．	

	

15.	山﨑竜司、佐藤慎也、江草典政、馬庭壯吉．開心術後患者における患者指

導の理解度調査．第 47回中国四国リハビリテーション研究会、松江市、2018．	

	

16.	江草典政.社内 SNS を用いた部門管理会議の効率化に関する取り組み.第 20

回医療マネジメント学会、札幌市、2018.	

	

17. 野口瑛一、伊藤郁子、山﨑竜司、野津雅和、守田美和、馬庭壯吉.理学

療法士による入院・外来糖尿病患者に対する集団運動指導の取り組み内容

について.第 6 回日本糖尿病療養指導学術集会，京都市、2018．	

	

18. 山﨑竜司、佐藤慎也、黒崎育美、今岡圭、中隅濃、伊藤郁子、江草典

政、馬庭壯吉.	 開心術後患者における患者指導の理解度をテスト形式にて

調査した試み.	 日本心臓リハビリテーション学会第 4 回中国支部地方会.	

岡山市、2019．	

	

19. 川本晃平、芹田	 祐、妹尾	 翼、松本拓也、門脇	 俊、内尾祐司.理学

療法士による学校現場での運動指導の効果	-運動機能及び傷害発生件数に

着目して-．第 32 回中国ブロック理学療法士学会、米子市、2018．	

	

20.		川本晃平、門脇	 俊、内尾祐司.膝前十字靭帯損傷後における運動認知．		

第 5回日本スポーツ理学療法学会学術大会、東京、2018．	

	

21.佐々木翔太、江草典政.	延髄梗塞により生じた足底の表在感覚鈍麻に対して

損傷前イメージを使用し知覚の改善を試みた症例.	第 19 回認知神経リハビ

リテーション学会学術集会、大阪市、2018．	

	

22.	佐々木翔太、江草典政.	パーキンソン症状増悪に伴う頚部屈曲可動域に対

する局所振動刺激の試み.	第 16回日本神経理学療法学会学術大会、大阪市、

2018．	



23.原祐樹，本岡明浩，二階哲朗，馬庭壯吉，酒井康生，蓼沼拓．	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

周術期管理チーム（手術あんしんサポートチーム）の取り組みとアンケート

結果から見えた今後の課題	 第 5回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

中国四国支部学術大会.	山口市，2018．	

	

24.原祐樹，本岡明浩，二階哲朗，馬庭壯吉，酒井康生，蓼沼拓．	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

周術期管理チーム（手術あんしんサポートチーム）の取り組みとアンケート

結果から見えた今後の課題−ver2−第 59 回日本呼吸器学会中国・四国地方会	

第 57 回日本肺癌学会中国・四国支部学術集会	 出雲市，2018．	 ＊メディ

カルスタッフ優秀演題賞受賞＊	

	

25.原祐樹，二階哲朗，本岡明浩，馬庭壯吉，酒井康生，蓼沼拓，福原翔，中隅

濃，松村知華	 周術期食道がん患者における術後肺合併症発生に関する因子

解析	 第 40 回呼吸療法医学会学術集会	 東京，2018．	

	

26. 松本拓也、芹田	 祐、門脇	 俊、内尾祐司.小学校児童における運動時

間と身体機能の関連性.	 第 29 回臨床スポーツ医学会学術集会、札幌市、

2018．	

	

27. 佐藤慎也、江草典政、馬庭壯吉．本院 ICU での Electrical	Impedance	

Tomography の使用経験から考えるリハビリテーション場面への応用の可能

性.	第 47 回中国四国リハビリテーション医学研究会.松江市、2018．	

	

28. 伊藤郁子、野口瑛一、山﨑竜司、守田美和、山本昌弘：糖尿病患者の

体組成と無酸素性作業域値における酸素摂取量の関係.第6回日本糖尿病療

養指導学術集会.京都、2018	

	

29.石田史穂、石田修平、北見真生、藤井寛幸、森脇繁登．高齢者サロン参加者

の店頭経験における意味ある作業の参加状況への影響	 第 52 回日本作業慮

法学会	 東京、2018	

	

30.大西友香、森脇繁登、佐藤千晃、竹内雪絵、石田史穂．記憶の改善と代償手

段の獲得に興味や病前の習慣が影響した一例	 第 42 回日本高次脳機能障害

学会学術総会．神戸	 2018	

	

31.佐藤千晃、清水美穂子、金子栄.「在宅患者訪問看護指導料 3 における多職



種同行訪問の取り組み-Dr.WOCN.OTが関わる有効性-」第6回島根創傷研究会.	

松江市、2018．	

	

32.福原翔、馬庭壯吉.ロボット支援腹腔境視下前立腺摘出術後早期の体位管理

により％肺活量の減少を抑制できた COPD の症例.第 5回日本呼吸ケアリハビ

リテーション学会中国四国支部学術集会.山口市、2018．	

	

33.福原翔.ロボット支援腹腔鏡下前立腺摘除術後に早期体位管理を実施した	

COPD患者の咳嗽力の推移.第59回日本呼吸器学会中国・四国地方会.出雲市、

2018．	 ＊メディカルスタッフ優秀演題賞受賞＊	

	

34.中隅濃、松島朋美、佐々遥、神田綾香、恩田采佳、落合敦子、濱口俊一、馬

庭壯吉.多職種での COPD 退院時パンフレットの作成、運用の検討.	第 5回日

本呼吸ケアリハビリテーション学会中国四国支部学術集会、山口市、2018.	

	

35.中隅濃、今岡圭、山﨑竜司、佐藤慎也、石田修平、黒崎育美、伊藤郁子、江

草典政、石原弘基、伊藤新平.継続した外来リハビリテーションが腎機能障

害を有する高齢者の腎機能に与える影響.第 24回日本心臓リハビリテーショ

ン学会学術集会、横浜市、2018.	

	

36. 佐藤慎也、石田修平、原祐樹、松本慶太、庄野敦子、二階哲朗、齋藤

洋司．Electrical	Impedance	Tomography を用いて体位による換気分布の変

化を観察した心臓血管外科の一例.日本集中治療医学会第 3 回中国・四国支

部学術集会.	 出雲市、2019．（学会奨励賞受賞）	

	

37.今岡	圭、石原	弘基、大矢	菜穂子、大内	武、伊藤	新平.	Mitracrip を行い、

心不全の再発なく自宅退院が可能となった重症拡張型心筋症の 1症例、	第 4

回心臓リハビリテーション学会	 中国支部地方会、	岡山市、	2019．	

	

38. 今岡圭、石原弘基、大矢菜穂子、石倉正大、大内武、伊藤新平.	多職種

による Advance	Care	Planning により治療方針を決定し、自宅退院が可能と

なった重症拡張型心筋症の 1症例、第 17回島根県理学療法士学会、出雲市、

2019．	

	

39.中隅濃、今岡圭、山﨑竜司、佐藤慎也、石田修平、黒崎育美、伊藤郁子、江

草典政、石原弘基、伊藤新平.継続した外来リハビリテーションが腎機能障



害を有する高齢者の腎機能に与える影響.日本心臓リハビリテーション学会

第 4回中国支部地方会、岡山市、2019.	

	

40. 野口瑛一、江草典政、馬庭壯吉.	 島根県におけるリハビリテーション

専門職による災害支援体制について.	 第 30 回島根県リハビリテーション

研修会	 出雲市、2019．	

	

41.錦織航、江草典政.多発血管炎性肉芽腫症に合併した下肢末梢循環障害によ

って異常感覚を呈した症例.	第 17 回島根県理学療法士学会、出雲市、2019．	

	

42.江草典政、野口瑛一、佐藤千晃、吉岡健太郎、馬庭壯吉.平成 30 年 7月豪雨

における JRAT 支援体制構築に関する時系列分析.	第 17 回島根県理学療法士

学会、出雲市、2019．（学会最優秀賞受賞）	

	

43.佐々木翔太、野口瑛一、川本晃平、酒井康生.	当院骨粗鬆症リエゾンチーム

における理学療法士の役割としての現状と課題.	第 17 回島根県理学療法士

学会、出雲市、2019．（学会優秀賞受賞）	

	

44.酒井康生、川本晃平、佐々木翔太、野口瑛一、遠藤進一、金山友紀．当院骨

粗鬆症リエゾンチームミーティングのオープン化による出雲圏域の再骨折

予防体制拡充効果．第 7回日本脆弱性骨折ネットワーク学術集会、郡山市、

2019．	

 
講	 演	

1. 馬庭壯吉．上下肢関節疾患のリハビリテーション．第 51 回広島リハビリテ
ーション研修会．平成 30年 5月 17日．広島大学	 広仁会館（広島市）	

	

2. 馬庭壯吉．人工関節置換術後のスポーツ活動．島根県臨床整形外科医会研修
会．平成 30年 6月 17日．ツインリーブスホテル出雲（出雲市）	

	

3. 馬庭壯吉．糖尿病治療における運動療法の役割．第 32 回いずも糖尿病合同
カンファレンス．平成 30年 6月 26日．出雲医師会館（出雲市） 

	

4. 馬庭壯吉．肘・膝・股関節疾患のリハビリテーション．第 189回静岡整形外
科医会集談会．平成 30年 7月 21日．サーラシティー 浜松（浜松市）	

	



5. 馬庭壯吉．上下肢スポーツ傷害の手術とリハビリテーション．鳥取県臨床整
形外科医会研修会．平成 30年 9月 27日．ANAクラウンプラザホテル米子（米
子市）	

	

6. 馬庭壯吉．上下肢関節疾患におけるリハビリテーション．第 21回新潟リハ
ビリテーション研究会．平成 30年 10月 6日．新潟大学医学部有壬記念館（新
潟市）	

	

7. 馬庭壯吉．股関節疾患の保存（運動）療法とリハビリテーション．第 4回日
本股関節学会教育研修セミナー．平成 30 年 10 月 25 日．名古屋マリオット
アソシアホテル（名古屋市）	

	

8. 馬庭壯吉．高齢者のリハビリテーション．相生市健康フォーラム．平成 31
年 1月 26日．相生市文化会館（相生市） 

 
9. 山﨑竜司．誰でも参加できる糖尿病教室	 平成 30 年 6 月 8 日．島根大学医
学部附属病院（出雲市）	

	

10. 山﨑竜司．フィットネス&スポーツリハビリテーション研究班	 定例勉強会
11月	 平成 30 年 11 月 28 日．島根大学医学部附属病院（出雲市）	

	

11. 野口瑛一.飛び出せ糖尿病療養指導フォーラム	 平成 30 年 6 月 20 日	 島根
大学医学部看護学科棟（出雲市）	

	

12. 野口瑛一.理学療法士講習会（基礎編）平成 30年 8 月 5日	 島根大学医学部
附属病院	 みらい棟ギャラクシー（出雲市）	 	

	

13. 野口瑛一.平成 30年島根訪問リハビリテーションネットワーク研修会	 平成
30年 9 月 23 日	 寿生病院（出雲市）	

	

14. 野口瑛一.平成 31年島根糖尿病看護研修会	 平成 31年 2月 17 日	 島根大学
医学部附属病院	 ゼブラ棟だんだん（出雲市）	

	

15. 野口瑛一.第 16 回島根県糖尿病療養指導研修会	 平成 31年 3月 17 日	 島根
大学医学部看護学科棟（出雲市）	

	



16. 川本晃平．平成 30年度 SAT 養成講習会「①AT 概論」	 平成 30 年 5 月 27 日．
松江総合医療専門学校(松江市)	

	

17. 川本晃平．Atre セミナー．フレイル・サルコペニア・ロコモについて～予防
と効果的な指導のコツ～	 平成 30年 7月 13 日、アトリ(出雲市)	

	

18. 川本晃平．島根リハビリテーション学院トレーナーサークル．理学療法士の
働き方 2.0	-人生 100 年時代を生き抜くために-	 平成 30年 7月 22 日、島根

リハビリテーション学院(奥出雲町)	

	

19. 川本晃平．フィットネス&スポーツリハビリテーション研究班	 特別ナイト
セミナー．膝関節テーピング①MCL・ACL 損傷	 平成 30年 7月 24 日、島根大

学医学部附属病院(出雲市)	

	

20. 川本晃平．平成 30 年 7 月豪雨復興支援特別セミナー．「今、我々の働き方
に求められていること-社会変化とテクノロジーの進歩に乗り遅れないため

に-」	 平成 30年 8月 7日、島根大学医学部附属病院(出雲市)	

	

21. 川本晃平．平成 30 年度(公財)日本スポーツ協会公認バレーボール指導員養
成講習会．救急法講習	 平成 30年 10 月 20 日、出雲市立第二中学校(出雲市)	

	

22. 川本晃平．奥出雲ホッケー振興事業．理学療法士の働き方 2.0-人生 100 年時
代を生き抜くために-	 平成 30年 11 月 24 日、島根リハビリテーション学院

(奥出雲町)	

	

23. 川本晃平．平成 30年度第 12回アスレティックトレーナー連絡会議中四国研
修会．島根県 AT協議会活動報告	 平成 31年 2月 11 日、養和病院(米子市)	

	

24. 川本晃平．平成 30 年度スポーツ医・科学サポート事業栄養士スタッフ研修
会．スポーツ選手との関わり方とそのポイント-理学療法士/アスレティック

トレーナーの立場から-	 平成 31 年 3 月 2 日、ニューウェルシティ出雲(出

雲市)	

	

25. 佐々木翔太.	平成 30 年度出雲圏域難病医療研修会.	パーキンソン病のリハ
ビリテーションの実際（実技編）平成 30年 6 月 27 日、出雲保健所（出雲市）	

	



26. 原祐樹	 一般社団法人	 島根臨床工学技士会	 第一回	呼吸療法セミナー講
師	平成 31年 1月 20 日、浜田医療センター（浜田市）	

	

27. 原祐樹	 日本集中治療医学会第 3回中国・四国支部学術集会理学療法士シン
ポジウム「当院での早期離床・リハビリテーション加算」への取り組み平成

31年 2 月 2日、ビッグハート出雲（出雲市）	

	

28. 松本拓也．平成 30 年度 SAT 養成講習会「④体幹」	 平成 30 年 8 月 19 日．
島根大学医学部附属病院(出雲市)	

	

29. 松本拓也．Atre セミナー．多面的な痛みの理解	 平成 30年 7月 17 日、アト
リ(出雲市)	

	

30. 松本拓也．出雲看護医療専門学校主催	 第 2 回クラブ顧問セミナー	 平成 30
年 8月 10 日．出雲看護医療専門学校(出雲市)	

	

31. 松本拓也．平成 30年 7月豪雨復興支援特別セミナー．「ACL について」	 平
成 30年 8月 7日、島根大学医学部附属病院(出雲市)	

	

32. 松本拓也．山陰認知神経リハビリテーション研究会主催、オープン勉強会「整
形外科ガイドラインと認知神経リハビリテーション～変形性膝関節症を例

に～」	 平成 30年 8月 26 日、島根大学医学部附属病院(出雲市)	

	

33. 松本拓也．フィットネスアンドスポーツリハビリテーション研究班定例会	
「キネシオテーピング」	 平成 30年 9月 26 日、島根大学医学部附属病院(出

雲市)	

	

34. 伊藤郁子．平成 31 年島根糖尿病看護研修会	 テーマ「知りたい！糖尿病の
運動療法」	 平成 31年 2月 17 日	 島根大学医学部附属病院	 ゼブラ棟だん

だん（出雲市）	

	

35. 伊藤郁子．島根富士通ランチミーティング「運動で健康寿命を延ばしましょ
う」	 平成 30年 7月 11 日、7 月 17 日	 島根富士通	 講義室(出雲市)	

	

36. 森脇繁登.「身体障害領域におけるアセスメント」一般社団法人島根県作業
療法士会総会	 平成 30年 6月 3日、あすてらす（大田市）	



	

37. 佐藤千晃.「基礎課程実技編 1」日本シーティングコンサルタント協会養成研
修	 平成 30年 5月 19 日、川崎医療福祉大学（倉敷市）	

	

38. 森脇繁登.	「コミュニケーション支援に関わる法制度」一般社団法人島根県
作業療法士会事業部研修	 平成 30年 6月 24 日、島根大学医学部附属病院（出

雲市）	

	

39. 森脇繁登.	「文字盤の使い方」一般社団法人島根県作業療法士会事業部研修	
平成 30年 7月 1日、島根大学医学部附属病院（出雲市）	

	

40. 森脇繁登.	「日本と世界の作業療法の動向」一般社団法人島根県作業療法士
会教育研修	 平成 30年 9月 1日、島根大学医学部附属病院（出雲市）	

	

41. 森脇繁登.	「作業療法の可能性」一般社団法人島根県作業療法士会教育研修	
平成 30年 9月 1日、島根大学医学部附属病院（出雲市）	

	

42. 森脇繁登.	「実践のための作業療法研究」一般社団法人島根県作業療法士会
教育研修	 平成 30年 9月 1日、島根大学医学部附属病院（出雲市）	

	

43. 佐藤千晃.「ポジショニング実技」第 10回島根県在宅褥瘡セミナー	 平成 30
年 9月 15 日、島根大学医学部附属病院（出雲市）	

	

44. 森脇繁登.	「ADL・IADL 障害に対するリハビリテーション」島根がんのリハ
ビリテーション研修会	 平成 30 年 9 月 15 日、島根県立中央病院（出雲市）	

	

45. 森脇繁登.	「難病におけるコミュニケーション支援」しまね難病相談支援セ
ンター研修会	 平成 30年 10 月 27 日、浜田保健所（浜田市）	

	

46. 森脇繁登.	「重度障害者における新しい入力装置の実用化に向けた研究」病
院医学研究費成果報告会	 平成 31年 2月 8 日、島根大学医学部附属病院（出

雲市）	

	

47. 道端ゆう子.「学会長企画シンポジウム	 理学療法士のこれからの働き方～
多様化するキャリアとマネジメント～」島根県理学療法士学会	 シンポジス

ト	 平成 31年 2月 24 日、出雲市市民会館(出雲市)	



	

48. 道端ゆう子.「一次救命措置と基本処置」島根県理学療法士会	 新人教育プ
ログラムセミナー	 平成 30年 6 月 30 日、出雲看護医療専門学校（出雲市）	

	

49. 道端ゆう子.「がん疾患に対するリハビリテーション」島根リハビリテーシ
ョン学院	 内科学講義	 平成 30年 10 月 25 日、11 月 14 日、島根リハビリテ

ーション学院（仁多町）	

	

50. 吉田朝海.「地域ケア会議および介保予防・日常生活支援総合事業に関する
人材育成研修会」一般社団法人島根県作業療法士会事業部研修	 平成 30 年

10 月 21 日、松江市立病院（松江市）	

	

51. 中隅濃.（株）いずも農縁主催健康講座「腰痛を考える」	 平成 30年 10 月 9
日、（株）いずも農縁（出雲市）	

	

52. 江草典政.「リハビリテーションと福祉用具」島根県主任介護支援専門員更
新研修	 平成 30年 6月 13 日、くにびきメッセ（松江市）	

	

53. 江草典政.「リハビリテーションと福祉用具」島根県主任介護支援専門員更
新研修	 平成 30年 6月 17 日、いわみーる（浜田市）	

	

54. 江草典政.「コーチングとティーチング」島根県理学療法士会	 新人教育プ
ログラムセミナー	 平成 30年 6 月 30 日、出雲看護医療専門学校（出雲市）	

	

55. 江草典政.「多職種連携のための現場教育の実践」アジアハートハウス大阪
夏季セミナー2018	 平成 30 年 7月 1日、ブリーゼプラザ小ホール（大阪市）	

	

56. 江草典政.「人材育成に活かすコーチング」山口県理学療法士会	 教育部研
修会	 平成 30年 7月 22 日、YIC リハビリテーション大学校（宇部市）	

	

57. 江草典政.「腰痛の予防的介入戦略」日本理学療法士協会	 理学療法士講習
会	 平成 30年 8月 5日、島根大学医学部附属病院（出雲市）	

	

58. 江草典政.「加齢による身体機能に合わせた住環境整備」日本福祉住環境コ
ーディネーター協会主催タウンミーティングin名古屋2018	 平成30年 8月

12 日、ウィンクあいち（名古屋市）	



59. 江草典政.「目標設定のためのコーチング」山陰認知神経リハビリテーショ
ン勉強会ステップアップ勉強会	 兵営 30年 8月 26 日、島根大学医学部附属

病院（出雲市）	

	

60. 江草典政.「片麻痺の回復のためのニューロサイエンス」認知神経リハビリ
テーション学会ベーシックコース広島	 平成 30年 10 月 12 日、YMCA 広島（広

島市）	

	

61. 江草典政.	「理学療法研究法」島根県理学療法士会	 新人教育プログラムセ
ミナー	 平成 30年 10 月 27 日、松江総合医療専門学校（松江市）	

	

62. 江草典政.「人材育成に活かすコーチング」第 18回鳥取県理学療法士学会共
育講演	 平成 30年 12 月 2日、とりぎん文化会館（鳥取市）	

	

63. 江草典政.「痛みを長引かせないためにできること」山口県理学療法士会研
修部研修会	 平成 30年 12 月 9日、YIC リハビリテーション大学校（宇部市）	

	

64. 江草典政.「腰痛の理学療法」島根県臨床理学療法研究会	 特別講演会	 平
成 31年 1月 28 日、さんぴーの出雲（出雲市）	

	

65. 江草典政.「痛みに対する認知神経リハビリテーション」県立広島大学特別
講演会	 平成 31年 1月 22 日、県立広島大学（三原市）	

	

66. 江草典政.「生きる世界を広げるための移動支援」第 6 回福祉住環境サミッ
ト	 平成 31年 3月 17 日、大阪大学（大阪市）	

	

67. 江草典政.「これからの福祉住環境コーディネーターに求められること」第 6
回福祉住環境サミット	 平成 31年 3月 17 日、大阪大学（大阪市）	

	

68. 石田修平．山陰認知神経リハビリテーション研究会「ガイドラインとは何か」
「目標設定の必要性とそのチカラ」	 平成 30 年 8月 26 日、島根大学医学部

附属病院(出雲市)	

	

69. 石田修平.「神経難病に関する講義」島根リハビリテーション学院	 理学療
法治療学Ⅱ講義	 平成 30年 10 月 4日、10 月 9日、10 月 16 日、島根リハビ

リテーション学院（仁多町）	



（公開講座など）	

1. 山﨑竜司．野球肘検診.	島根スポーツ医学・リハビリテーション研究会	平
成 30年 4月 8日	

	

2. 山﨑竜司．医科学サポート事業：第 100 回	全国高校野球選手権記念大会	島
根県予選	（島根県高校野球連盟）平成 30年 7月 25 日、	

	

	

3. 川本晃平．「運動も大切だ!!!	みんなで体操をしよう!」．第 60回日本消化器
病学会大会	 市民公開講座	 平成 30年 8月 26 日	ホテル一畑(松江市)	

	

4. 今岡圭．もっと気になる心不全．島根大学ちょっと気になる健康講座	 平成
28年 5 月 10 日	 島根大学病院エントランスホール（出雲市）	

	

	

5. 今岡圭、第 2回 SUN-IN	心不全チームカンファレンス	多職種症例検討会	平
成 28年 6月 30 日	 米子公会堂（米子市）	

	

6. 原祐樹	 TEROMO講演(周術期管理チームでのリハビリテーション部での関わ
りと次の一手	 平成 31年 1月 17 日、島根大学病院（出雲市）	

	

7. 松本拓也．島根県体育協会主催	 未来のアスリート育成事業	 平成 30年 11
月 23 日	 松江工業高校体育館（松江市）	

	

8. 石田史穂.「通いの場における体操指導」雲南市阿用地区	 平成 30 年 5 月
10 日、（雲南市）	

	

	

9. 吉田朝海.「通いの場における体操指導」出雲市大社地区	 平成 30 年 12 月
4日（出雲市）	

	

10. 大西友香.「通いの場における体操指導」出雲市塩冶地区	 平成 30 年 12 月
14 日（出雲市）	

	

	



11. 中隅濃.「運動って肝臓にいいの？」島根大学医学部	 肝疾患相談・支援セ
ンター	 家族支援講座	 平成 30年 6月 29 日	 島根大学病院だんだん（出雲

市）	

	

12. 熊谷英岳.「通いの場における嚥下指導」出雲市大社地区	 平成 30 年 11 月
13 日（出雲市）	

	

13. 熊谷英岳．「飲み込み力」の衰えを防ぐ！～いつまでも美味しく食べるため
に、お家でできること～．在宅医療を考える市民の集い	 平成 31年 1月 26

日	 島根大学病院ギャラクシー（出雲市）	

	

14. 熊谷英岳．あなたも家族も幸せになる嚥下のお話．島根大学ちょっと気にな
る健康講座	 平成 31 年 3 月 7 日	 島根大学病院エントランスホール（出雲

市）	

	

15. 錦織航「運動も大切だ!!!	みんなで体操をしよう!」．第 60 回日本消化器病
学会大会	 市民公開講座	 平成 30年 8月 26 日	ホテル一畑(松江市)	

	

16. 江草典政.「住まいづくりのためのワンポイント」在宅医療を考える市民の
集いセミナー	 平成 31年 1月 26 日、島根大学医学部附属病院（出雲市）	

	

17. 石田修平.「通いの場における体操指導」雲南市阿用地区	 平成 30年 5月	
10 日（雲南市）	

	

 
社会貢献など 
1. 消防操法に係る公務災害低減策（出雲市消防本部）（平成 31年 2月 6日） 
川本晃平，馬庭壯吉 

 
 
資金獲得 
1. 平成 30 年度	 島根大学｢重点研究部門｣研究プロジェクト『山陰地方におけ
る医療・福祉・教育への情報技術の実践的な活用』 
エルゴメーターによる心肺負荷試験と ICT	 	 	  
ICTを活用した健康増進	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

 



2. 森脇繁登、馬庭壯吉、石田修平、松村知華、佐藤尚美	 橋本和子	 難病患者・
家族がより質の高い療養生活を送るための影響因子の解明	 平成 30 年度公

益財団法人在宅医療助成勇美記念財団	

 
 
	  


